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第 2 章では，高温加熱時の C O 2 プロセス鋳型の廃砂中の水ガラス成分の挙動について調べ， 400"-'
900 0Cの温度におけるけい酸ソーダ成分の組成変化に対応する焼着の挙動を明らかにしている。
第 3 章では， 400 0C以上での焼着を防止する加熱方法として，空隙率 60%以上の稀薄流動層によるば
い焼条件について検討を行い， 100 % C O2 プロセス鋳型の廃砂でもばい焼可能な条件を明らかにしてい
る。
第 4 章では， 3 章の結果に基づいて 40 kgf/h の流動ばい焼式試験炉の設計諸元の算出とその製作を
行い， 5 箔の水ガラス分を含む廃砂の再生結果について述べている。
第 5 章では，乙のばい焼 ー スクラピング法による再生砂品質と鋳物品質への影響について調べ，
CO2 プロセス鋳型砂を含む廃砂を 7 固に亘って繰返し再生使用しても悪影響がないことを確め，本再
生法が極めて効果的なことを明らかにしている。
















をかかえている。特に水ガラス分を粘結剤として炭酸ガスで固化成型する C O 2 プロセス鋳型は乾式再
生が困難，かっ廃砂及び鋳物砂夕、、ストの廃棄処分の規制から，有用な鋳型ではあるが使用が減少しつつ
ある。本論文はこの C O 2 プロセス鋳型の廃砂の再生法と鋳物砂ダストの有効利用法の開発と実用化に
ついてまとめたものであり，得られた成果を要約すると次のようになる。
1)高温加熱時の C O 2 プロセス鋳型の廃砂中の水ガラス成分及び焼着の挙動を明確にし，稀薄流動層
中での高温加熱は焼着がなく かっ連続的に l品、焼可能であることを見出し これとスクラッピング
とを組合わせると，廃砂の乾式再生ができる乙とを提案している。
2) C O 2 プロセス鋳型の廃砂の混入率，ばい焼温度，流動層内滞留時間と流動性との関係及び流動ば
い焼炉の設計諸元との関係を明確にして， 40 kgf/hの試験装置を製作して廃砂を再生し，再生砂の











以上のように本論文は，従来乾式再生法が困難視されていた C O 2 プロセス鋳型の廃砂の乾式再生法
を開発するとともに，一般の鋳物砂ダスト及び水ガラス分を含む鋳物砂ダストの有効利用法を確立して
おり，その成果は鋳造工学並びに冶金設備工学の進歩と鋳造工業の発展に貢献するところ大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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